
（別紙３）

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス LUMO代官山校

○保護者評価実施期間
2026年　2月　4日 ～ 2025年　2月　18日

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 41人
6人

○従業者評価実施期間
2026年　2月　4日 ～ 2025年　2月　18日

○従業者評価有効回答数 （対象者数） 5人
5人

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　2月　18日

事業所の強み（※）だと思われること
工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等
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事業所の弱み（※）だと思われること
事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等
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（回答者数）

（回答者数）

利用されている保護者や子どもに対して丁寧な対応
をしている。

ご家庭や、学校での様子なども聞き取りながら、悩
みなども引きだして相談に乗っている。
それを職員内で共有し、共通認識のもと支援を行
なっている。

児発管を配置する。

子どもに提供する上での専門的な技術、知識の
習得に努めているだけでなく、教える側も運動
に親しみ、生きた感覚を持ってプログラムを考
案、実施している。

先進的な取り組みを創造するとともに、独善的に
ならないように真摯に専門家の知見を調べるとと
もに職員同士でも実践的な意見交換を交わしてい

る

必要最低限の資格だけで居座るように働くのでは
なく教育、福祉の各分野の民間資格やその保有資
格を掘り下げる学会などに積極的に参加し、絶え
その資質を向上させる、法人はその努力、姿勢に
対して還元を図る。

個別支援計画の更新や、モニタリング、新規契約が
できない。

児発管の不在。 人員の適切な配置をしていく。

○ 分析結果

※より強化・充実を図ることが期待されること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること


